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２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの開催まで１０００日を切り、全国各地でオリパラ

を活用した具体的な事業が始まっている。全世界から日本が注目されることは間違いない。 

日本の素晴らしさ、楽しさを国外に PR する絶好の機会がやってくる。各地区が地域の特色を活か

し、魅力を高めていくことが求められている。 

 その中で注目されているのが「ホストタウン」だ。 

地域全体で選手団、応援団を受け入れ、地域の特色を活かした「おもてなし」をしていくことが求

められている。 

中にはホストタウンによる財政支援のみを目的に取り組まれているような間違った捉え方をされ

ているところもあるようだが、もう一度制度の目的に立ち返りオリパラを活用した地域活性化に取り

組んでいただきたいと感じる。 

今回のシンポジウムが、１つのきっかけとなり、ホストタウンによる活性化が展開されることが期

待される。 

シンポジウムのご報告 
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海外からお越しになる方の楽しみは、その国の文化に触れることにある。 

もっとも身近に文化に触れるきっかけは「食」である。 

食材はその国の気候風土により作り上げられ、食品はその国の文化により生み出されている。 

例えば寿司を考えてみよう。周りを海に囲まれた島国日本では新鮮な海産物が多く取れる。魚を生

で食べる刺身があるのも日本の特徴ではないだろうか。 

そして米だ。米は言わずと知れた日本の主食である。古くは、年貢としてお金の代わりに税金と同

様に納められてきた。その後も品種改良が繰り返され、日本のお米はブランド化した。 

この歴史や文化、気候風土があったことで「寿司」が生み出されている。江戸時代は現在のファス

トフードのようなものだったのかもしれない。片手で気軽に食べることができる寿司が江戸で人気と

なり、全国各地に広がっていった。寿司職人たちがおいしく食べる方法を研究し、それが伝統となり

現在に至っている。また、機械技術も融合し「回転ずし」が生まれ、身近な食として私たちを楽しま

せてくれている。 

このように身近に当たり前のようにある「食」も日本の歴史、文化、気候風土と併せて考えてみる

と海外の方に楽しんでいただけるコンテンツとなる。 

  

今回のシンポジウムでは、農林水産省から内閣官房のオリパラ推進本部に出向されている勝野参事

官より「食」についてのご講演をいただいた。和食文化が世界遺産登録されたのも彼女の功績による

ものだ。「食育」という考え方も彼女の取り組みによるところが多い。 

勝野参事官からは「JGAP 認証」についてのご紹介もいただいた。「食」に対しては「美味しい」だ

けでなく「安心」も必要となる。 

食材を生み出すための農作業はとても大変なことである。効率的に農産物を生産するために、栄養

を有効に与えるための肥料や雑草等を除去するための農薬なども研究されてきた。こういった研究や

取組により農業生産効率は高まってきたが、逆に食に対する安心感が低下したこともある。 

例えば、遺伝子組み換え食材ということを聞いたことがある方もいるだろう。遺伝子組み換えによ

り除草剤にも強い食材が生み出されてきた。除草剤は迷惑な雑草を除去するために使われるが、除草

剤にも強い食材に対しては効果が無い。このため、畑一面に除草剤を散布しても遺伝子組み換え食材

は育つということになる。効果的に農産物を生産することは素晴らしい考え方であるが、そのために

健康被害が出てしまうようでは本末転倒である。 

勝野参事官からは、オリパラを機会に安全に美味しく日本食を楽しんでいただくことが提言された。

それが「JGAP」制度である。食の安全や環境保全に取り組む農場に対して与えられる認証制度であり、

生産団体が取得することができる。消費者の立場として、安全に食材が生み出されていることを知る

ことができるものだ。良い農産物は良い農場から生み出される。農場がJGAPの認証を受けていること

で私たちも安心して食を楽しむことができる。 

この認証制度のお話を聞いて、地域の誇りにつながると感じた。地域活性化は地域の誇りづくりに

他ならない。「ローカルプライド」という言葉がある。地域に誇りがあることが地域を元気にする基本

となる。 

JGAP制度はまさしく誇りづくりになるといえるだろう。農産物自体の認証制度ではなく、農場に認

証をするという考え方が面白い。そこの農場から生み出された農産物は、消費者から支持されるだろ

う。全国各地に認証をうけた農場が増えることを期待したい。 

 

 

平成29年12月 

 

地域活性学会 副会長 

同スポーツ振興部会 代表幹事  御園愼一郎 
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2019 年にはラグビーワールドカップ、2020 年には東京オリンピック競技大会、パラリンピック競

技大会、そして2021年には関西ワールドマスターズゲームズというビッグイベントが開催され、全世

界から注目と関心が日本に集まります。また、東京オリパラに限らず、これからはじまるビッグイベ

ントは、国民、地域住民が一つにまとまる、そして地域の資源を発掘できるまたとないチャンスです。 

その一つとして食文化があります。ビッグイベントの開催、そしてホストタウン事業の推進によっ

て、日本の食文化は今まで以上に、加速度をもって情報発信されます。来日する海外の方々から、全

国各地の食を味わってもらう機会が生まれ、また増えます。さらに、交流を通して海外の食の情報と

食文化に触れる機会が増えることでしょう。 

結果として、日本各地の「郷土料理」などの食文化が受け継がれ、そして、日本国内のみならず海

外との交流を通じ、新たなレシピの誕生と普及や、安心・安全な食材生産または開発と海外との輸出

入の可能性が生まれます。 

そこで、地域活性化に関わる各種情報、事例、政策あるいは熱き思い（念い）がある人たちが集ま

る、又は共に連携できる環境（プラットホーム）の果たす地域活性学会の役割として、今回、「食」を

テーマとして、ホストタウン推進により「食」がもたらす「まちづくり・地域の活性化」の可能性を

参加者の皆さんとともに見出したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

名 称： ホストタウンによる地域活性化シンポジウム 

「ホストタウン推進と「食」による町おこし・地域の活性化」 

 

日 時： 平成29年12月14日（木） 

第１部 シンポジウム  13:15～17:00 

第２部 交流会・お国自慢大会  17:00～18:00 

 

会 場： 東京都千代田区平河町2-6-3  都道府県会館 101会議室 

 

参加費： 第１部 2,000円  第２部 500円 

 

主 催： 地域活性学会 

 

後 援： 東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部 内閣府  

総務省 農林水産省 スポーツ庁 文化庁 観光庁 東京都 全国知事会 全国市長会  

全国町村会 全国都道府県議会議長会 全国市議会議長会 全国町村議会議長会  

公益財団法人日本体育協会 公益財団法人日本オリンピック委員会  

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会日本パラリンピック委員会  

公益社団法人日本栄養士会 

一般財団法人地域活性化センター 一般財団法人自治体国際化協会  

   

協 力： 公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 

公益社団法人日本青年会議所2017年度稼ぐ地域推進委員会  

開催概要 

開催主旨 
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第１部： 53団体 ／ 80名 

（内 訳） 都道府県： 2自治体／  2名   

市区町村： 20自治体／ 24名   計 22自治体／ 26名 

      （上記のうち、ホストタウン登録自治体： 15自治体／ 17名） 

国機関： 2省庁／ 3名 

地域づくり団体・大学： 12団体／ 12名 

民間企業： 17企業／ 39名 

 

（参加団体等 所在都道府県） 

北海道、岩手県、山形県、宮城県、茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、群馬県、栃木県、神奈川県

新潟県、石川県、長野県、岐阜県、静岡県、三重県、山口県、福岡県、長崎県、宮崎県、大分県   

／ 22都道府県 

 

（参加団体等 割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ホストタウン登録自治体 参加割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２部：60名 
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主催者挨拶   

地域活性学会 会長 中嶋 聞多 

 

 

 

 

 

 

趣旨説明    

地域活性学会スポーツ振興部会 部会長 御園愼一郎 

 

 

 

 

 

 

 

第１部 シンポジウム 

基調講演１ 

『地域の食を活かしたホストタウンの取組を始めてみませんか？』 

内閣官房東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部事務局 

参事官 勝野 美江 様             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演２ 

『スポーツによる地域活性化と地方創生推進交付金の活用』 

内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局  内閣府地方創生推進事務局 

参事官 濱田 厚史 様             
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事例発表１ 

『地域が持つ食文化を活用した地域づくり・地域活性化の取り組みについて』 

山形県鶴岡市教育委員会スポーツ課 課長 秋葉 敏郎 様    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例発表２ 

『国際交流が生んだ「人材」「食文化」「産業」交流～クロアチアとの交流を通じて』 

株式会社ドブロ 代表取締役 川崎 幸樹 様          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局より報告連絡 

『ホストタウン事業の社会的インパクト調査』について 

一般社団法人地域社会活性化支援機構 松橋 崇史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『Charity Diet（チャリティーダイエット）地域社会活性化における連携』について 

一般社団法人地域社会活性化支援機構 竹田  周 
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ワンツートーク（ディスカッション） 

  モデレーター   御園愼一郎 部会長 

  コメンテーター  勝野 美江 参事官  濱田 厚史 参事官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

第２部 お国自慢大会（交流会） 

 

参加者より地域の食材・料理・お酒などを持ち寄っていただき、それぞれのお国自慢と併せて食材

等のＰＲ・情報発信をしていただく場を設けながら、食文化を活用した地域の活性化に結び付けられ

るヒントを探りました。 

皆さんから地元の銘酒、特産品等のお国自慢かたがたのネットワーク構築の場となり大いに盛り上

がった大変楽しい会合となりました。 

活動に携わるメンバーがまず楽しむところからまちづくりは始まるという地域活性学会の基本姿

勢も参加者の皆さんに理解してもらえたのではないかと思っています。 

 

 

開会あいさつ  

地域活性学会スポーツ振興部会 代表幹事 御園愼一郎 

 

乾 杯 

地域活性学会 会長 中嶋 聞多 
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参加自治体・団体によるＰＲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会あいさつ 

地域活性学会スポーツ振興部会 副代表幹事 福崎 勝幸 
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・開催案内チラシ作成 

・(一社)地域社会活性化支援機構(地域活性学会スポーツ振興部会事務局)ホームページ掲載 

・地域活性学会ホームページ掲載 

・ホストタウン登録自治体へのメール配信 

・地方６団体への周知協力要請 
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プロモーション活動 
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地域活性学会ホームページ 
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基調講演１ 
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基調講演２ 
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事例発表１ 
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事例発表２  ※配布資料なし 

 

事務局より報告連絡 
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地域活性学会 スポーツ振興部会 
 

一般社団法人 地域社会活性化支援機構 内 

URL： https://www.chiiki.or.jp 

E-mail：information@chiiki.or.jp 

 

〒112-0002 

東京都文京区小石川1-28-3 NIS小石川ビル 

TEL：03-5689-8026  FAX：03-5689-8029 
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